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平
成
２０
年
度
か
ら

市
県
民
税
の
前
納
報
奨
金
制
度
が

　
　
　
　
　
　
　
　
廃
止
に
な
り
ま
す

浄
化
槽
設
置
補
助
の
申
請
は
お
早
め
に

 
 

　
平
成
１９
年
３
月
定
例
市
議
会
で
、
市
条
例

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
市
県
民
税
は
平
成
２０

年
度
分
か
ら
前
納
報
奨
金
制
度
を
廃
止
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
前
納
報
奨
金
制
度
と
は
、
税
収
の
早
期
確

保
や
自
主
納
税
意
欲
の
向
上
を
図
る
た
め
、

第
１
期
分
の
納
期
内
に
そ
の
年
度
の
税
額
の

全
額
を
納
め
て
い
た
だ
い
た
場
合
に
、
３
万

円
を
限
度
に
納
付
額
に
応
じ
た
報
奨
金
を
交

付
す
る
制
度
で
す
。

 
改
正
の
主
な
理
由

1
 
口
座
振
替
制
度
の
普
及
な
ど
に
よ
り
、

　
　
納
税
意
識
の
向
上
や
税
収
の
早
期
確
保

　
　
と
い
っ
た
制
度
の
一
定
の
目
的
が
達
成

　
　
さ
れ
た
と
い
え
る
こ
と
。

2
 
前
納
報
奨
金
制
度
を
利
用
で
き
る
の
が

　
　
全
期
前
納
で
き
る
人
に
限
ら
れ
、
特
別

　
　
徴
収
（
給
与
天
引
）
に
よ
り
市
県
民
税

　
　
を
納
税
さ
れ
て
い
る
人
は
、
特
別
徴
収

　
　
の
制
度
上
、
前
納
報
奨
金
制
度
を
利
用

　
　
で
き
な
い
等
、
市
県
民
税
を
納
税
し
て

　
　
い
た
だ
く
人
の
う
ち
半
数
以
上
の
人
が

　
　
前
納
報
奨
金
制
度
を
利
用
で
き
な
い
と

　
　
い
う
不
公
平
の
是
正
の
た
め
。

　
厳
し
い
財
源
の
中
で
、
県
内
の
他
市
が
次

々
と
前
納
報
奨
金
制
度
を
廃
止
す
る
中
、
三

豊
市
は
前
納
報
奨
金
制
度
の
存
続
に
努
め
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
２０
年
度
か
ら
廃
止
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
前
納
報
奨
金
の
廃
止
に
よ
り
生
じ
る
財
源

を
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
活
用
し
ま
す
の
で
、
税
負
担
の

公
平
性
と
財
源
確
保
の
た
め
と
ご
理
解
い
た

だ
き
、
今
後
と
も
市
税
の
納
期
内
の
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
後
の
全
期
前
納
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
納
付
書
ま
た
は
口
座
振

替
に
よ
る
全
期
前
納
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人
で
、「
全

期
前
納
」
か
ら
「
期
別
」
へ
の
変
更
を
ご
希

望
の
人
は
、
三
豊
市
税
口
座
振
替
取
扱
金
融

機
関
（
香
川
県
農
業
協
同
組
合
・
百
十
四
銀

行
・
香
川
銀
行
・
観
音
寺
信
用
金
庫
・
中
国

銀
行
・
四
国
労
働
金
庫
・
香
川
県
信
用
漁
業

組
合
連
合
会
・
日
本
郵
政
公
社（
郵
便
局
））の

窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
請
の
際
に

は
、
口
座
の
届
出
を
さ
れ
た
印
鑑
と
、
口
座

を
変
更
さ
れ
る
場
合
は
変
更
さ
れ
る
通
帳
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
県
内
各
自
治
体
の
前
納
報
奨
金
制
度
の
廃

止
時
期
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課
　
☎
６２
・
１
１
１
４

　
三
豊
市
は
、
水
質
汚
濁
の
原
因
と
な
っ
て

い
る
生
活
排
水
を
処
理
す
る
合
併
処
理
浄
化

槽
整
備
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
浄
化
槽
設
置

を
計
画
し
て
い
る
人
は
、
早
め
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
（
市
設
置
型
）

　
　
市
が
浄
化
槽
を
設
置
し
、
維
持
管
理
し
ま
す
。

　
　
申
請
時
に
分
担
金
、
毎
月
使
用
料
が
必

　
要
で
す
。

　
　
高
瀬
町
・
三
野
町
の
一
部
（
詳
細
は
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

　
　
平
成
２０
年
度
か
ら
浄
化
槽
整
備
を
浄
化

　
槽
設
置
整
備
事
業
（
個
人
設
置
型
）
に
統

　
一
す
る
た
め
、
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業

　
（
市
設
置
型
）
の
新
規
設
置
は
、
本
年
度

　
限
り
と
な
り
ま
す
。

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
（
個
人
設
置
型
）

　
　
個
人
が
浄
化
槽
を
設
置
し
、
維
持
管
理

　
し
ま
す
。

　
　
浄
化
槽
の
人
槽
に
応
じ
て
補
助
金
を
交

　
付
し
ま
す
。

　
　
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
（
市
設
置
型
）

　
区
域
と
集
落
排
水
事
業
区
域
を
除
く
区
域

（
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

　
平
成
１９
年
１１
月
２０
日
（
火
）

（
平
成
２０
年
２
月
末
ま
で
に
浄
化
槽
を
設
置

　
で
き
る
も
の
に
限
り
ま
す
）

▼
問
い
合
わ
せ
　

　
水
処
理
課
　
☎
７２
・
５
６
６
７

平
成
１７
年
度
か
ら

平
成
１８
年
度
か
ら

平
成
１３
年
度
か
ら

平
成
１４
年
度
か
ら

平
成
８
年
度
か
ら

平
成
１９
年
度
か
ら

平
成
１８
年
度
か
ら

市
県
民
税
前
納
報
奨
金
廃
止
時
期

自
治
体
名

高
松
市

新
高
松
市

丸
亀
市

坂
出
市

善
通
寺
市

さ
ぬ
き
市

東
か
が
わ
市

設
置
管
理

設
置
管
理

補
助
金

対
象
区
域

対
象
区
域

申
請
の
締
め
切
り

事
業
中
止

分
担
金
・
使
用
料

！

平
成
１６
年
度
か
ら

（
旧
大
野
原
町
・
旧
豊
浜
町
は
１８
年
度
か
ら
）

観
音
寺
市
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三
豊
市
福
祉
年
金
の
申
請
に
つ
い
て

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
ご
案
内

児
童
手
当
「
現
況
届
」
の
提
出
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
済
み
で
す
か
？

　
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎
年

６
月
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
、
引
き
続

き
手
当
を
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か

の
確
認
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
受
給
資
格
の
あ
る
人
で
も
、
こ
の

届
出
を
し
て
い
な
い
と
手
当
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。�

　
ま
だ
、
現
況
届
が
お
済
み
で
な
い
人
は

児
童
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
サ
ー
ビ

ス
課
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

�

▼
問
い
合
わ
せ
　

　
児
童
福
祉
課
　
☎
６２
・
１
１
２
６

■身体障害者手帳

１級

２級

３級

４級

５級

６級

身体障害児身体障害者級

■精神障害者手帳

１～３級

■療育手帳

区分

A

A

B

B

知的障害者 知的障害児

 

　
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人
に
、
年
に
一

度
福
祉
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
者

・
平
成
１９
年
７
月
１
日
以
前
の
１
年
以
上
、

　
三
豊
市
内
在
住
で
あ
る
こ
と

・
在
宅
で
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
（
障
害

　
者
施
設
、
老
人
ホ
ー
ム
等
入
所
者
は
対

　
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

※
転
出
入
・
死
亡
等
に
よ
り
支
給
に
制
限
が

　
あ
り
ま
す
。

支
給
額

　
障
害
の
種
類
や
程
度
ま
た
は
年
齢
に
よ

り
支
給
額
が
異
な
り
ま
す
。

　
６５
歳
以
上
の
人
は
支
給
年
金
額
の
半
額

を
支
給
し
ま
す
。

申　

請

　
福
祉
年
金
の
給
付
を
受
け
る
に
は
申
請

が
必
要
で
す
。
今
ま
で
に
申
請
さ
れ
た
人
は
、

再
度
の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
新
規

に
手
帳
を
取
得
さ
れ
た
人
に
は
申
請
書
を

お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
申
請
書
と
各

手
帳
、
振
り
込
み
先
の
通
帳
を
お
持
ち
の

う
え
、
各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
昨
年
申
請
し
て
い
な
い
人
も
、

今
年
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
支
給

は
１２
月
中
旬
に
指
定
の
口
座
に
振
り
込
み

ま
す
。
現
金
で
の
お
渡
し
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
障
害
福
祉
課　

☎
６２
・
１
１
２
７

※６５歳以上の人は支給年金額の半額を�
　支給します。

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
児
童
の
健
や

か
な
成
長
を
願
っ
て
、
身
体
や
精
神
に
障

害
の
あ
る
児
童
を
育
て
て
い
る
人
に
支
給

さ
れ
る
手
当
で
す
。

受
給
資
格
者

　
２０
歳
未
満
で
、
身
体
ま
た
は
精
神
に

重
度
ま
た
は
中
度
以
上
の
障
害
を
お
持

ち
の
お
子
さ
ん
を
監
護
し
て
い
る
父
も

し
く
は
母
、
ま
た
は
養
育
者
。

受
給
で
き
な
い
場
合

①
児
童
や
、
父
も
し
く
は
母
、
ま
た
は

　
養
育
者
が
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
な

　
い
と
き

②
児
童
が
、
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る

　
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

　
と
き

③
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
し

　
て
い
る
と
き

��

手
当
月
額
（
平
成
１９
年
４
月
現
在
）

１
級（
重
度
障
害
児
）５
０
　
７
５
０
円

２
級（
中
度
障
害
児
）３
３
　
８
０
０
円

　
※
た
だ
し
、
所
得
に
よ
り
、
手
当
の
支

　
　
給
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
手
当
を
受
け
る
に
は
】

　
　
障
害
福
祉
課
ま
た
は
支
所
市
民
サ
ー

　
ビ
ス
課
へ
必
要
書
類
を
添
付
し
て
、
認

　
定
請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
所
得
状
況
届
に
つ
い
て
】

　
　
毎
年
８
月
に
「
所
得
状
況
届
」
を
市

　
役
所
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
８
月
上
旬
に
、
受
給
資
格
者
に
、
所
得

　
状
況
届
に
関
す
る
通
知
を
送
付
し
ま
す

　
の
で
、
内
容
を
確
認
し
、
手
続
き
を
行

　
っ
て
く
だ
さ
い
。
　

▼
問
い
合
わ
せ
　

　
障
害
福
祉
課
　
☎
６２
・
１
１
２
７

,,


